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健康文化 

 

「健康文化」の具現へ。あいち健康の森 

 

 

小林 英治   

 

 生活大国へ、国の施策の根幹にも変化がみられるようになった。会社人間か

ら家庭人間へ、最近の経済の不振もあって個人の生活の態様も少しずつ変わっ

ていく。 

 こんな中で、人の健康の概念も生活密着型に変わっていくのではないかと思

う。わかりやすく言えば、健康を病気の対極に置くのではなく、風邪もひけば

腹も痛い、腰痛、肩凝りもあるという自然体の日常の中で、生活に大きな変化

が来ないと言った、どうにかのり切るタイプの健康がごく普通になっていくの

ではないか。 

 しゃちこばって健康を説く時代は去って、健康は生活の中で習慣的に自然に

身についていくものと考える世の中になったのだと思う。特に健康を意識しな

いで、幸せの実感があれば最高である。 

 こう考えてくると、改めて、「健康文化」という言葉が昨今の世相にぴったり

とすると感じ入っている。 

 本財団に関係の深い本県の健康福祉のブロジェクトあいち健康の森の建設計

画も具体化が進み、健康開発センターや健康科学教育館の骨格はもちろんソフ

トの詰めの作業に入る段階となっている。 

 健康の森のメインとなる、県民の心にフィットする健康増進施設とは何か。

推進局のスタッフは日夜悩んでいる。 

 唯一の拠りどころは、やはり、健康文化である。人も自然の一員であれば、

健康も自然と一体であり、生活の中で健康という文化を創り上げていく、この

コンセプトでいこうと思う。 

 健康の森の健康開発センターは、延床面積約 12,000ｍ2の規模になる。ここで

は、個人の健康度を生活の中から探り評価する。 

 このため、評価には評価される当人にも参加してもらう。これを基に日常習

慣化が可能と思われる健康プログラム、運動・栄養・休養メニューをつくって

実践してもらう。 

 コンピュータで、どんな健康状態の人にもプログラミングは可能である。評
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価は、その人の一生の間、何度でも繰り返す。 

 自分自身の健康文化を創造してもらう施設をねらいたい。 

いずれにしても、あいち健康の森整備全体の流れの中で、いま、健康開発セン

ターはじめ４施設の実施設計が目前に迫っているので、その骨格だけ紹介して

おきたい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

（愛知県衛生部 健康の森推進局長） 


